




Verification of learning effect by text “nursing student pre training” 



































































2 校、 3 校以上がそれぞれ 3 割程度でばらつきがあったが、 5 校以上と回答した者が 5 名いた。A大学の
全学教育センターが推奨する通信教育プログラムコースのうち、「看護・医療総合テキスト」コースを受
講した者は 4 割で、申し込まなかった者は約 6 割であった。
 
紀要原稿用紙（紀要様式 2-1） 
タ�ト��要��キー�ー����(図�、��、��一�等を含�)全 12 �以内 
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 回答数は 90 名で全員女性であった。高等学校卒業については 8 割以上が新卒であった。入試形態は、
一般入試と推薦・AO入試等がおよそ半々であった。今年度受験した学校数は、A大学も含めて1校のみ、
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について（ =90）  
２．“看護学生プレト ーニング”に対する取り組みについて
１）「いつから始めましたか」について（図５）

















































































































き、全 85 ページ、別冊解答つきでの税込 972 円は手ごろな価格と判断した。今回の調査結果では、全体




























































































き、全 85 ページ、別冊解答つきでの税込 972 円は手ごろな価格と判断した。今回の調査結果では、全体




































































　各項目に対する学習の状況は、「実施していない」を 0 、「難しい」から「かなり簡単だった」を 1














































A 計算・数学の基礎知識 0 ――――――――― 5 1 ――――――― 5  
B 割合 0 ――――――――― 5  1 ――――――― 5 
C 比 0 ――――――――― 5  1 ――――――― 5 
D 濃度の計算 0 ――――――――― 5  1 ――――――― 5 











0 ――――――――― 5 1 ――――――― 5  
B 人体のはたらきを知るため
の科学の知識 
0 ――――――――― 5 1 ――――――― 5 
C 安全・安楽に生かす物理の
知識 







A 漢字・語句 0 ――――――――― 5 1 ――――――― 5  
B 敬語と言葉づかい 0 ――――――――― 5 1 ――――――― 5 
C 文章のルール 0 ――――――――― 5 1 ――――――― 5 









































どの項目も「わからないと役立つと思うの間」を含めると 8 割以上であったが、 2 割弱の者は「わからな
い」と回答した。これは、計算して答が出たとしても実際にどう看護の現場で役に立つのかがまだイメー
ジできていないためと推察する。とくにD濃度の計算は、「簡単」ではなかったが「役立つと思う」とい
う結果が出ており、実際に必要な場面で活用できるよう知識として確かなものにしておく必要があると考
える。
「看護に生かす理科」では、A人体を構成する細胞・組織・器官・器官系、B人体のはたらきを知るため
の科学の知識、C安全・安楽に生かす物理の知識のすべての項目において、「役立つと思う」の回答が 7
割以上で、「わからないと役立つと思うの間」を合わせると 9 割以上を占めた。しかしながら、学習の状
況の調査結果は「かなり簡単だった」の回答が 1 割に届かず、「計算と数字」や「文章と言葉」と比較し
て著しく少なかった。澤田は、役に立った受験科目について、看護学科では生物Ⅰを挙げた者が最も多かっ
たと述べ、入学後でも 2 年生で“生物学”の選択履修者が多かったと報告している3)。A大学看護学科入
学者においても、“役に立つとは思うが簡単ではなかった科目”については、学生自身で対処方法を考え
ていくものと思われる。また、C安全・安楽に生かす物理の知識のように、看護技術を題材にした内容の
場合には、対象者は入学後の授業と直結していることが認識できたものと考える。
「文章と言葉」では、A漢字・語句、B敬語と言葉づかい、C文章のルール、D文章読解のすべての項目に
おいて、約半数が「役立つと思う」と回答し、「わからないと役立つと思うの間」を合わせると 8 割以上であっ
た。また、項目ごとの割合にもばらつきは見られなかった。学習の状況の調査結果で、「実施していない」
と回答した者が数名いたが、それらの対象者については実際の学習の効果は不明である。
 
図11　学習の効果（N=90）
“看護学生プレトレーニング”を使用した学習効果の検証（釜屋 他） 151
３）自由記載について
学習の状況と学習の効果について、回答の理由や意見を自由に記載してもらった。「計算と数字」、「看
護に生かす理科」について記述があり、表２に示した通りである。“看護学生プレトレーニング”は、問
題の解き方を確認してから例題を解いたり、説明を読みながら演習問題を解いてみるという形式になって
いる。記述内容は少数のみであったが、率直な意見が述べられており、対象者にとって「簡単」や「難し
い」など受け止め方に差はあったものの、課題に取り組みながら自身の知識の再確認をすることができた
と考える。
表２　自由記載（原文）
計算と数字
　・濃度がわかりやすい説明で良かった。
　・計算は今後も使うから（役立つと思う）。
　・できるところとできないところがすぐにわかった。
看護に生かす理科
　・人体の仕組みについてかなり勉強になったと思った。
　・生物、化学　頑張りたいです。
　・看護に関する知識は必要だから。
　・生物は簡単だった。
　・理科の内容が思ってたより難しかったです。
５．研究の限界と今後の課題
本研究では、調査時期を入学直後とした。課題学習の記憶が薄れない時期であったため、対象者の率直
な意見や感想が得られたことから、信ぴょう性のあるデータを得ることができたと考える。しかしなが
ら、対象者の予備校や高等学校における学習状況や選択科目については調査していない。したがって、“看
護学生プレトレーニング”に対する理解度や取り組み時間にも差があったことが考えられた。また、調査
対象は推薦入試、AO入試、一般入試（A日程）による入学予定者であり、一般入試（B日程）と一般入試
（C日程）による入学予定者については調査していないため、推薦入試、AO入試と一般入試による入学予
定者についての比較はできなかった。石山らは、看護学科において推薦入学者が実施する入学前課題学習
には学習への動機づけを向上する効果はないものの、学習への動機づけを維持する作用があると述べてい
る5)。A大学看護学科では、卒業までに他学科より多い128単位以上修得する必要がある。また、次の学
年に進級するためには、専門教育科目の必修科目単位を全て修得しなければならないなどの条件がある6)。
入学前学習課題を提出したら終わるのではなく、入学後も気を緩めることなくその姿勢を保ち続ける必要
がある。今後は、対象者の学習履歴や推薦入試、AO入試と一般入学者との比較、入学予定者全体を視野
に入れた入学前学習課題についても検討し、入学予定者に対する学習支援を継続していきたい。
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